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	問４
	受精卵クローンは、受精後の胚発生の８〜１６細胞期(牛などでは)の未分化の体細胞（割球）
を取り出し、核を除いた未受精卵へ核移植して発生を行ったもので、コピー（クローン）牛などの育成に用いられた。

体細胞クローンは、身体の各器官に分化した体細胞の核を取り出して同様に核移植したもので、羊のドリーの育成に用いられた技術。（６点部分点あり）

	問５
	例）除草剤耐性作物・・・除草剤の成分であるグル　が作用する　　酵素の変異型遺伝子を作物種に組み換えたもの。野生型は、酵素が失活してアミノ酸合成が阻害され，やがて枯死するが、組換え体では、変異型酵素が失活せず正常なアミノ酸を合成し除草剤耐性となる。（６点、部分点あり）



	問６
	胚培養したものは、通常の生殖細胞の受精によっており、両親の染色体数の半数ずつを有している。また、ミトコンドリアや葉緑体は母方に用いた細胞由来のもののみである。

細胞融合したものは、体細胞どうしの融合のため、両種の染色体をすべて有しており，胚培養の２倍量を持つことになる。また、ミトコンドリアや葉緑体は両種のものを有している。（６点、部分点あり）


注）問２.ｍは、正解はグラム陽性菌である。従って４が正答であるが、講義では、誤って

グラム陰性と板書したため、採点対象外とした。












